
食事券販売（B4版食事券・販売実績、体制等）

　購入者１名が１回に購入できるセット数を２

セット（販売金額16,000円）とし、購入の際には左

の注文書の記入・提出を求め、不正使用等の防止

に努めました。

注文書

食事券販売窓口の販売実績実施体制

2020/11月 12月 2021/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

28,366 17,031 9,356 20,368 15,160 10,584 11,420 12,519 25,618

食事券販売窓口
（スーパー・百貨店）

販売実績を報告
売上げの納金

手数料の支払い

情報共有

食事券を発注

食事券を配送・納品

食事券販売チーム（新日本海新聞社）

食事券配送・管理チーム（中央印刷）

食事券の在庫管理

食事券の販売実績管理

食事券販売窓口での販売方法について

B４版食事券販売セット数実績

※食事券販売窓口（スーパー、百貨店）、共同事業体内販売窓口、特設会場、出張販売会場の合計セット数

合計　150,422 セット

は鳥取県が費用負担
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販売会場での販売体制

実施日／

会　場／

販売実績／

その他／

2020年11月2日（月）・3日（祝）10:00～15:00

〈東部地区〉地場産プラザわったいなとりっこ広場（鳥取市）
〈中部地区〉日本海新聞中部本社ホール（倉吉市）
〈西部地区〉米子コンベンションセンター（米子市）

8,789セット

販売会場では加盟飲食店一覧チラシを配布

　販売初日・2日目に、鳥取市、米子市、倉吉市で販売会場を設け一斉
販売を行いました。マスコミ取材等への対策としてキャンペーン喚起
の起爆剤として宣伝効果を持たせました。

　販売窓口は東部会場10窓口、中部会場6窓
口、西部会場10窓口をそれぞれ設けました。

　新型コロナウイルス感染防止対策として、会
場入口でのサーモカメラでの検温、手指消毒、
また、購入者と窓口間にアクリル板の設置、混
雑時にも密にならないよう購入者の列間隔を
十分に取るなど対策を徹底しました。
　スムーズに購入できるよう場内整理係を多
めに配置し周知徹底を図り、最大限の対策を講
じて実施しました。

下記の項目を実施しました。

■券売会場 ( 来場者用 )
⑴ パーテーションボードなどで来場者フロアと売り場カウンターを遮断
⑵ 売り場カウンター後方に現金集約カウンターを設置
⑶ カウンター内部側とお客さまスペースに警備員を配置

■安全対策
⑴ 入場の条件を会場入り口に提示
⑵ アルコール消毒液設置
⑶ 来場者のマスク着用
⑷ 検温
⑸名前と連絡先を記入→複数回購入抑止策 
⑹COCOAアプリの導入呼びかけ
⑺行列時の適正距離の保持
⑻入退場口を別途に設定
⑼会場の扉の常時開放、空調機器稼働による換気の徹底

■受付窓口 ( スタッフ用 )
⑴ 売り場は、購入者と相対するカウンターに窓口用アクリル板設置
⑵ 売り場スタッフ間にもアクリル板設置
⑶ スタッフはマスク着用
⑷ スタッフは２週間前からの健康チェックを義務付け
⑸ 発熱など体調不良者は業務から除外
⑹ 金銭授受はトレーを介して行う
⑺ 売り場内部に送風機設置で空気の滞留を防ぐ

特設会場での食事券販売

▲西部地区会場・販売窓口

▲中部地区会場・販売窓口

▲食事券注文票記入場所（西部会場） ▲検温機器（西部会場）▲西部地区会場・食事券を購入希望者の列

◆新型コロナ・安全対策について◆

中部地区会場・入口サイン類
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出張販売会場での販売体制

　市部から離れた山間地在住者のために、郡部での食事券出張販売を鳥取県

内5ヵ所で実施。ローソンチケットでの購入が難しい高齢者などに喜ばれまし

た。実施町村では周知のための町内放送が行われました。

郡部での食事券出張販売

2020 年 11 月 10 日　日本海新聞

〈東部地区〉
・若桜駅前にぎわいプラザ（若桜町／2020年11月8日）
・智頭町保健センターひだまりホール（智頭町／2020年11月13日）
〈中部地区〉
・ショッピングセンターアプト（琴浦町／2020年11月10日）
〈西部地区〉
・ＪＲ江府駅（江府町／2020年11月10日）
・道の駅にちなん日野川の郷（日南町／2020年11月11日）
■販売実績／553セット（5会場合計）

◆食事券出張販売会場◆
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